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お
い
て
、
恩
師
北
岸
、
松
嶋
、
赤

木
、
熊
澤
各
先
生
な
ら
び
に
現
職
教

官
梅
林
先
生
の
ご
臨
席
を
得
て
行
わ

れた。総
会
は
十
一
時
に
開
始
さ
れ
、
福

田
会
長
の
挨
拶
と
、
来
賓
と
し
て
御

列
席
賜
っ
た
恩
師
北
岸
、
松
嶋
両
先

生
に
ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
議
長
に

大
学
二
十
回
の
田
中
実
氏
、
議
事
録

著
名
人
に
大
学
四
回
の
薮
本
義
雄
氏

を
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。
議
事
は

例
年
ど
お
り
平
成
七
年
度
の
事
業
報

告
、
会
計
報
告
、
基
金
会
計
報
告
、

会
計
監
査
報
告
が
担
当
監
事
、
幹
事

か
ら
行
わ
れ
た
後
、
平
成
八
年
度
事

業
計
画
、
予
算
案
が
提
案
さ
れ
い
ず

れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
評
議
貴
大
三
八
回
中
川
仁
氏

の
三
重
か
ら
の
転
出
に
と
も
な
う
措

置
と
し
て
、
同
期
の
藤
田
修
造
氏
へ

の
交
代
、
な
ら
び
に
本
年
度
卒
業
生

の
中
か
ら
加
藤
俊
次
氏
へ
の
評
議
員

の
委
嘱
が
報
告
さ
れ
た
。

総
会
に
ひ
き
つ
ず
い
て
、
生
物
資

源
学
部
の
新
建
物
が
現
職
の
同
窓
教

官
に
よ
っ
て
案
内
さ
れ
た
。
案
内
は
、

十
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

農
芸
化
学
コ
ー
ス
が
入
っ
て
い
る

六
・
七
階
を
見
て
い
た
だ
い
た
後
屋

上
に
上
が
り
、
折
か
ら
の
好
天
の
も

と
間
近
に
み
え
る
鈴
鹿
・
布
引
の

山
々
や
伊
勢
湾
、
津
の
市
街
を
見
て

頂
き
、
ま
た
三
重
大
学
の
全
貌
を
ご

覧
頂
い
た
。
当
日
は
大
学
祭
の
中
日

で
、
各
種
の
催
し
物
が
行
わ
れ
て
お

り
、
校
舎
見
学
の
あ
と
、
長
い
伝
統

に
な
っ
て
い
る
農
芸
化
学
展
を
各
現

職
教
官
の
案
内
で
先
輩
方
に
ご
覧
頂

い
た
。
昨
今
大
学
祭
は
ど
の
大
学
で

も
、
模
擬
店
や
プ
ロ
の
歌
手
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
が
目
立
つ
が
、
農
芸
化

学
展
は
自
分
た
ち
が
学
び
つ
つ
あ
る

こ
と
を
ま
と
め
た
専
門
を
生
か
し
た

展
示
で
あ
り
、
三
学
年
が
担
当
し
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ご
覧
頂
い

た
先
輩
方
に
も
、
農
芸
化
学
の
伝
統

が
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
頂
け
た
。
ま
た
付
属
農
場
の
製

品
の
味
噌
や
缶
詰
も
販
売
さ
れ
て
お

り
、
先
輩
方
に
は
な
つ
か
し
い
品
々

を
お
買
い
求
め
頂
け
、
三
年
生
に
は

売
り
上
げ
増
に
な
っ
た
。

懇
親
会
は
、
生
協
第
一
食
堂
の
一

角
を
紅
白
の
幕
で
区
切
っ
て
杉
崎
護

氏
（
大
一
六
）
の
進
行
で
盛
大
に
行

わ
れ
た
。
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
頂
い

た
恩
師
赤
木
、
熊
澤
両
先
生
な
ら
び

に
現
職
教
官
の
梅
林
教
授
に
ご
挨
拶

頂
い
た
後
、
渡
辺
元
会
長
（
専
一
）

の
音
頭
で
乾
杯
し
祝
宴
に
入
っ
た
。

池
山
三
重
県
支
部
長
（
大
一
六
）
肝

い
り
の
新
鮮
な
刺
身
に
舌
鼓
を
打
ち

三
重
県
支
部

総
会
報
告

三
翠
化
学
会
総
会
終
了
後
、
三
重

県
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
、
池
山
支

部
長
（
大
一
六
）
に
よ
る
会
務
報
告

の
あ
と
規
約
改
正
が
発
議
さ
れ
、
採

択
の
後
役
員
人
事
が
行
わ
れ
、
次
期

（
平
成
八
・
九
年
度
）
支
部
長
と
し

て
福
田
現
三
翠
化
学
会
会
長
（
大
一
）

が
選
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
三
翠
同

窓
会
（
親
同
窓
会
）
三
重
県
支
部
連

会
で
担
当
す
る
事
に
な
っ
た
こ
と
を

受
け
て
の
措
置
で
あ
る
旨
が
、
滝
山

平
成
七
年
度
支
部
長
よ
り
説
明
さ
れ

た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
理
事
等
に
若
干

員
は
別
紙
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お

三
重
県
支
部
行
事
と
し
て
地
引
き
網

の
計
画
が
あ
る
こ
と
が
池
山
理
事
よ

り
紹
介
さ
れ
た
。

つ
つ
歓
談
頂
き
、
出
身
研
究
室
別
の

写
真
撮
影
等
が
行
わ
れ
る
う
ち
時
が

た
っ
て
、
恒
例
の
正
調
応
援
歌
を
今

西
氏
（
専
一
）
の
発
声
で
高
ら
か
に

吟
唱
し
、
芝
田
博
氏
〈
専
一
）
の
発

声
で
万
歳
を
三
唱
し
て
お
開
き
に
な

った。

6
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翠　　　化　　　学　　　　　　　　　　　　　　　第45号　（2）平成　8　年11月　30　日

平成7年度事業報告

農芸化学新入生歓迎会（基金）

第1回役員評議員会及び基金運用委員会

平成7年度総会及び薮本先生退官記念祝賀会（三重大学）

第2回役員評議員会及び基金運用委員会

会報第43号発行

第3回役員評議員会及び基金運用委員会

卒業・修了記念品贈呈及びこうよりへの補助（基金）

会報第44号発行

4月28日

5月30日

6月3日

9月22日

12月1日

2月21日

3月25日

3月31日

平成7年度決算報告

収入の都　　　　　予　算　　　　　　決　算　　　　　備　　考

￥701，683　　　　　￥701，683

￥900，000　　　　　￥871，000

￥5，000　　　　　　　　　　0

￥5，000　　　　　　￥1，917

前年度繰越金

会費収入

雑収入

預金利子

計　　　　　￥1，611，683　　　￥1，574，600

支出の都　　　　　予　算　　　　　　決　算　　　　　備　　考

会報第43、44号、￥400，000　　　　　￥340，518

振替用紙

￥320，000　　　　￥264，170　　会報発送、会議連

絡、振替手数料

￥200．000　　　　￥124．720　　役員評議員会、総

会補助

￥50．000　　　　　￥35．500　　会報発送アルバイト

￥30、000　　　　　　￥30．000

￥70，000　　　　　￥62，283　　ラベル、パワーブ

ック修理代

￥541，683　　　　　￥49，748　　生花、弔電（滝先

生）

会報印刷費

郵送通信費

会議費

人件費

三翠会連絡協議会負

担金

事務費

予備費

計　　　　　　￥1，611，683　　　　　￥906，939

差引残高　　　　　　　　　0　　　　￥667．661　次年婁繰越分

平成7年

平成8年

平成7年度基金決算報告

平成8年度事業計画案

農芸化学新入生歓迎会（基金）

第1回役員評議員会及び基金運用委員会

平成8年度総会（三重大学）

第2回役員評議員会及び基金運用委員会

会報第45号発行

第3回役員評議員会及び基金運用委員会

第4回役員評議員会及び基金運用委員会

卒業・修了記念品贈呈及びこうよりへの補助（基金）

会報第46号発行

収入の部

前年度よりの繰越　　￥1，233，125

普通預金利息　　　　　　　￥951

計　　　　　　　￥1，234、076

支出の部

￥30．00

￥80，00

￥1，120

￥30，000

￥88，500

新入生歓迎会

支部活動費

同上送料

こうより補助

卒業記念品

計　　　　　　　　￥229，620

差引残高　　　　　￥1，004，456

基金管理内容

定額郵便貯金　200，000×4

￥800，000

￥204，456郵便貯金

平成8年　5月10日

5月24日

6月1日

7月

9月

12月

平成9年　2月

3月

3月

平成8年度予算案

収入の部　　　　前年度実績　　　　予　算　　　　備　　考

￥701，683　　　　　￥667，661

￥871，000　　　　　￥900，000

0　　　　　　￥5，000

￥1，917　　　　　　￥2，000

前年度繰越金

会費収入

雑収入

預金利子

計　　　　　￥1，574，600　　　￥1，574，661

支出の部　　　　前年度実損　　　　予　算　　　　　備　　考

会報第45、46号

会報発送、会議連

絡、手数料

役員評議員会

会報発送アルバイ

ト、名簿管理

会計管理ソフト

（23，175円）

会報印刷費　　　　　　￥340、518　　　　￥400，000

郵送通信費　　　　　　￥264．170　　　　￥300，000

会議費　　　　　　　　￥124，720　　　　￥150，000

人件費　　　　　　　　　￥35，500　　　　￥100，000

三翠会連絡協議会負　　　￥30，000　　　　　￥30，000

担金

事務費　　　　　　　　　￥62，283　　　　　￥60，000

予備費　　　　　　　　　￥49．748　　　　￥534，661

計　　　　　　￥906、939　　　￥1，574，661

差引残高　　　　　￥667、661　　　　　　　0　　次年度繰越分
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⑥
規
約
改
正
の
趣
旨

三
翠
化
学
会
三
重
県
支
部
と
三
軍

同
窓
会
三
重
県
支
部
連
絡
協
議
会
と

の
萱
貝
を
兼
ね
る
こ
と
を
明
確
に
す

る
二
と
に
よ
り
、
相
互
間
の
連
携
を

密
に
ー
「
母
学
の
向
上
発
展
と
同
窓

生
の
詰
東
強
化
に
資
す
る
た
め
、
規

準
垂
事
、
監
事
及
び
評
議
員
を
明

記
す
る
も
の
で
あ
る
。

云
正
点
）

1
　
理
事
、
監
事
及
び
評
議
員
三
明

己
2
　
理
事
及
び
監
事
の
総
会
で
の
選

出
3
　
支
部
長
及
び
副
支
部
長
の
理
事

に
よ
る
互
選

4
　
附
則三
翠
同
窓
会
三
重
県
支
部
連

絡
協
議
会
の
役
員
を
兼
ね
る

今
回
の
役
員
及
び
評
議
員
の

任
期
は
一
年

三
軍
化
学
会
三
重
県
支
部
規
約

筆
一
条
　
本
会
は
、
三
翠
化
学
三
二

重
県
支
部
と
称
す
る
。

第
二
条
　
本
会
の
事
務
所
は
、
早
期

、
ニ
ー
三
津
市
内
に
お
く
。

董
二
条
　
本
会
の
会
員
は
、
三
三
県

中
高
住
ま
た
は
勤
務
す
る
言
お

し
手
当
支
部
設
立
の
趣
旨
に
雲
同

十
三
一
翠
化
学
会
員
で
あ
る
三
の

l
三
，
る
。

第
四
条
　
本
会
は
、
会
員
相
互
「
親

睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
三
軍
化

学
会
の
発
展
と
結
束
強
化
に
雲
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
五
条
　
本
会
は
、
前
条
の
目
－
を

達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

う
＝申
　
会
員
相
互
の
連
携
と
情
≡
父

2（

操
に
資
す
る
た
め
の
事
業

そ
の
他
必
要
な
事
業

第
六
条
　
本
会
に
、
次
の
役
員
を
お

く
○

支
部
長
一
名
、
副
支
部
一
三
一

名
、
理
事
若
干
名
、
監
事
一
名

お
よ
び
幹
事
若
干
名

の
支
部
長
、
副
支
部
長
は
蔓
尋

の
互
選
と
し
、
理
事
お
よ
べ
監

事
は
総
会
に
お
い
て
こ
れ
を
選

出
す
る
。
幹
事
は
支
部
長
べ
委

嘱
す
る
。

㈲
　
支
部
長
は
会
務
を
総
括
ず

る
。
副
支
部
長
は
支
部
長
を
補

佐
す
る
。
理
事
は
会
務
を
審
議

謹
諜
雑
器

第
七
条
　
本
会
に
、

～
．
・
，
・
i
i
i
i
i
i
i
i
i
．
一
・
一
，
i
・
一
・
・
i
・
．
i
i
一
・
i
一
・
・
．
－
i
i
i
．
－
i
－
i
：
　
l
i
I
1
－

評
議
員
若
干
各

を
お
く
。

小
　
評
議
員
は
支
部
長
が
指
名
す

る。　　　　　　－
㈲
　
評
議
員
は
本
会
の
運
営
上
の

重
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
す

る。　　　　　　　－

第
人
条
　
本
会
の
役
員
お
よ
㌦
董
識

員
の
任
期
は
、
二
年
と
ー
青
任
を

妨
げ
な
い
。
た
だ
し
、
葡
充
役
員

お
よ
び
評
議
員
主
副
任
者
の
残
任

期
間
と
す
る
二

第
九
条
　
本
会
に
、
次
の
会
議
を
お

く
○㈲
∴
密
会
、
役
員
会
お
よ
び
評
議

劃
会

）3（

全
章
に
必
要
に
応
じ
て
開
催

し
：
麦
試
長
が
招
集
す
る
。

会
議
の
議
長
は
出
席
会
員
の

互
選
に
よ
り
、
議
事
は
出
席
者

の
過
半
敦
で
決
す
る
。

㊥
　
拾
会
は
規
約
に
関
す
る
事

項
、
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
審

議
す
る
二

第
十
条
・
季
会
の
軽
費
”
十
㌢
会
費
お

よ
び
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
充

て
る
二

㈲
　
会
費
・
÷
必
要
に
応
じ
て
徴

収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
1
　
す
で
に
組
織
さ
れ
た
三
翠
化

学
会
関
係
の
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織

に
つ
い
て
圧
雪
相
互
補
完
の
関

係
維
持
に
務
め
る
。

2
　
こ
の
規
約
は
、
昭
和
五
八
年

五
月
一
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則

l

こ
の

平
成
八
年
六

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
平
成
八
年
度
の
総
会
に
お

い
て
選
出
等
さ
れ
た
役
員
お
よ

2

本
会
の
役
員
お
よ
び
評
議
員

は
、
原
則
と
し
て
三
翠
同
窓
会

三
重
県
支
部
連
絡
協
議
会
の
役

員
を
兼
ね
る
も
の
と
す
る
。

東
大
淀
海
岸
に
て
懇
親
会
を
開
き

地
曳
嗣
・
浜
焼
き
を
満
喫
〃

去
る
七
月
二
十
一
日
、
伊
勢
市
東

大
淀
海
岸
に
て
地
曳
網
・
懇
親
会
を

行
っ
た
。
当
日
は
台
風
八
号
く
ず
れ

の
整
市
低
気
圧
の
通
過
直
後
で
、
少

し
風
は
強
か
っ
た
も
の
の
、
幸
い
に

も
好
天
に
恵
ま
れ
、
赤
潮
の
発
生
も

な
く
地
曳
網
と
そ
れ
に
続
く
収
穫
物

の
浜
焼
き
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
予
定
通
り
九
時
か
ら
受
け
付
け

を
開
始
し
、
九
時
半
過
ぎ
か
ら
地
元

の
漁
船
に
よ
る
網
い
れ
が
始
ま
っ

た
。
続
い
て
参
加
者
全
員
が
会
員
の

年
齢
で
二
手
に
分
か
れ
て
網
を
引
い

た
。
こ
れ
は
な
か
な
か
の
重
労
働
で

さ
す
が
に
若
手
組
の
方
が
曳
く
ス
ピ

ー
ド
が
早
く
、
熟
年
組
の
方
に
は
、

見
か
ね
た
漁
師
さ
ん
が
動
力
に
よ
る

巻
き
上
げ
機
で
加
勢
し
て
く
れ
て
ま

ず
は
無
事
網
曳
き
が
終
了
し
た
。
網

の
中
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
魚
が
一
杯

で
、
中
に
は
勢
い
余
っ
て
浜
に
飛
び

出
す
魚
も
多
く
、
参
加
者
か
ら
歓
声

が
あ
が
っ
た
。
最
大
の
収
穫
は
マ
ダ

カ
（
ス
ズ
キ
の
子
で
セ
イ
ゴ
よ
り
大

き
い
物
）
で
、
そ
の
他
カ
タ
ク
チ
イ

ワ
シ
が
大
量
に
採
れ
た
。
変
わ
っ
た

物
で
は
サ
ヨ
リ
、
カ
ワ
ハ
ギ
、
ワ
タ

リ
ガ
ニ
が
少
し
ま
じ
っ
て
い
た
。
四

十
セ
ン
チ
前
後
の
ド
チ
ザ
メ
の
子
が

十
匹
前
後
と
れ
水
槽
に
放
さ
れ
て
子

供
た
ち
の
人
気
を
集
め
た
。

収
穫
物
は
マ
ダ
カ
の
大
き
い
物
を

選
ん
で
漁
師
さ
ん
に
料
っ
て
も
ら

い
、
塩
焼
き
に
し
て
味
わ
っ
た
。
大

漁
で
あ
っ
た
た
め
大
半
が
残
り
こ
れ

を
持
参
い
た
だ
い
た
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ

ク
ス
に
平
等
に
分
け
た
。
十
一
時
す

ぎ
か
ら
懇
親
会
に
は
い
っ
た
。
漁
師

さ
ん
に
準
備
し
て
も
ら
っ
た
ア
サ
リ

の
浜
焼
き
、
ア
サ
リ
汁
、
ア
ナ
ゴ
の

蒲
焼
き
も
あ
っ
て
、
十
分
に
浜
の
味

を
堪
能
頂
け
た
様
で
あ
っ
た
。
食
事

が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
全
員
集
合

し
て
記
念
写
真
に
お
さ
ま
っ
た
。
そ

の
後
現
職
教
官
で
ご
参
加
頂
い
た
梅

林
先
生
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。
先

生
は
来
年
三
月
に
御
退
官
の
由
で
、

こ
の
行
事
に
参
加
で
き
て
う
れ
し
か

っ
た
と
の
お
言
葉
を
頂
き
役
員
一
同

感
激
し
た
。
ま
た
先
生
が
十
年
前
に

指
導
さ
れ
て
海
岸
に
植
え
ら
れ
た
松

林
が
元
気
に
育
っ
て
い
る
の
を
ご
覧

に
な
ら
れ
た
由
で
、
本
当
に
来
て
よ

か
っ
た
と
の
お
言
葉
ま
で
頂
戴
し
た

（
注
）
。
最
後
は
恒
例
の
三
翠
応
援
歌

を
高
ら
か
に
吟
唱
し
中
締
め
と
し
、

そ
の
後
は
家
族
の
時
間
と
し
て
思
い

思
い
に
海
水
浴
や
つ
り
を
楽
し
ん
で

頂いた。

ひ
と
味
違
っ
た
行
事
で
あ
っ
た
せ

い
か
、
百
名
近
い
方
々
に
ご
参
加
頂

い
た
。
ま
た
多
く
の
会
員
が
家
族
ず

れ
で
参
加
頂
い
た
。
子
供
た
ち
に
は

夏
休
み
の
社
会
勉
強
と
し
て
も
役
た

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
幹
事
一
同
密

か
に
自
負
し
て
い
る
。
最
後
に
暑
い

中
ご
参
加
頂
い
た
方
々
に
感
謝
致
し

ます。（
注
）
梅
林
先
生
は
高
吸
水
性
ポ
リ

マ
ー
を
用
い
た
海
岸
の
緑
化
工
法
を

開
発
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
方
法
で
津

の
町
屋
浦
海
岸
の
緑
化
を
進
め
ら
れ

た
ほ
か
、
こ
こ
束
大
淀
海
岸
に
も
地

元
の
要
請
で
指
導
に
こ
ら
れ
た
。

（
大
1
6
　
池
田
記
）
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、轡 ※※ �綴綴懸懸灘　鰯 ヽ＼ �総※総、繕 ′！ �”ヽミ 　滋′、 � �◆ �｛　　ヽヽ � �懸綴 � �総鱗′、 霧｛′ �、綴、 、義子 ：∴「：　　∴二言∴∴ ′、ヽ 

，鰯　　　　　　　　縫 � � � �′舘 雑書： 細浦 ∵ 灘 �鶉 ノ孤、 i 、純 絹縛諒瑠滋 iヽ∴ 戦線 蕊∴ ∴ 継 投 懸粥賠鰯撥 、、▲′灼 �、ヽ∵i、 ＊熊 ∴＼∴ 紛 議 � � � � 幾蓋 く・－ 麟 ● ＼ 懸綴穎美麗 ′、雑然 ノ綴、 ＼＼ ∴： ヽ′ 言．： ヽ＋、ゝ ∴∴ ノi 人ヽ 「： �華子′雑薄　観 閲闘緩懸擬態鰯題 態や ，ヽ∴ 繍表 †言∴† �イ・′ ∵＼ ＼ 澱 を 詩 鱗、 �ヾ 生へ ∴ 灘 鰯善 ナノ ′さお お落書 華，諜巌 ＼－∴ �′a象プ 撥 ノ■ヽヽ 緩 ，視、 鰯擬 やiゝ ����　′海i 　鵬羅輝 i；心、 努’’舛 �鰯 謙鸞 �費、Jt ， ：：拙 、：＼ �鰯綴懸綴鑑∵∵∴∵撥灘 蕊、謀 ＼，笑 懸 

綴 ∴「∴ ：∴ 二言∴∴ ・願－”、醸圏圏‾“ 番手 ｝十† ′轡簿終、 、奏 ∵完繕恐闘懸騒 ′、、鷲 �������撚 ヾ＼i 狭霧諦 ノ、綴’ 灘を ∴∴∴ 霧総 総轍 ＼ 子 感激綴、繚 ：↓高．：．、名が碓 怒議議畿 ｝i′′■｛ � �約品潟 i ＼∴ く ∴∴ i 羅騨演舞鴻 繚′灘 ∴∴ ・費 ／鶴， �総畿 「∴「． 緩 さ 撥欝綴擬・ 

裏 工 　費′ 　婁 ��　　　訴主 　； 蔓 ��言． ー● 　〈 �／／ 　　　＼ 醸潮騒 　　繍滋縫 　　　′登 

卒業40周年記念

伊賀に集う〃

クラス会大4

∴議 � � ������ � ���蒜懇鵜澄擬製 
貌 ��� 

主筆∴遼i �� ��� � � � �� � �海蛍！； � � 
註∴－∴L∴∴∴∴＝ノ ／悲喜二 義議 　　で子 ������� �．享・“i �：：i∵㍉：＼ヾ �　∴∴∴ ‘・’・読・ 燦慾緩 ��壌 �� 

千．0－、－－● 　　　＼〇一i高一 ������� ��� � � �� 

謡　　　　　　　　　．擬態懇 �������� �� � � �� 

∴「∴：：∵註、∴ �露 ������　∵∵売高・高言i朝：： 　蕊・鵠蕪：縄 へ‾言寄二畿懇i纏ま ��・細線擬； 言霊∴∴ �1ヽ・：■ ※ 緑葉 �事 態 �縫、∵∴∴ 譲．“ノ・灘 

、∴、 へこ－1： ��予一 義言 �・∴圭 子：「 ′1日 ∴藩 鰯 ∴∴ヾ： �；￥‥’ 鰹 無．・ 懸案・ �撥 ′：・： ‡・ 羅 ト∴∴ �ヾ「∴∴＼ 競’ 薫 ，i 蕪 � 

鶉 ���濫　　　　　　：－i議 ��� 雪 ぐヽ ∴∴「 ．繕鱗懸総統 ����　髭i ∴∴： 靖 子∴∴∴善 ∴∴亘 ��王章二－峯霊室 千言嘉 一－i 親．‘ �∠言 漉－ 

撥擬 ��渦　十・i諦 ���言　　　　　　　　　　　　　∴ 

：卓上 ＼∴＼∴㌫ � �鱗 �∴ �綴醗 �∴．∴＼撥＼ �∴∵：∴ � �‥＝尊 ・イ’言 綾i 畿 ∴∵∴、∴｛「 �� �緩 く∴ 蒸 �絵：＼∴裳 � � �・裁 蕊 渚： �深 

立鵜； � � �辛 �∴：ざ∵：鱗＼ �・ヾ：：・： �撥溺臨酪準懸議 ������∴言＼、： �峯： � 

｛・：・．・ � � �：「 �ii事 麟・ ��轟帝繊鰯鰯 �．“＼労i 

轡 � �総擬 �繕 � � �星∴ 隷 

〕「 � � � �；繍諮結；繍 � ���撥鱗結鱗惣 �� � � �鵜 ：÷ � � 

た｝●・〉 ����� � � � � � ��∴「∴へへ∵∴∴÷ �� � 

平成　8　年11月　30　日

≡美挙㌻㌻誓、三業窯禁鶉 

≡三率ii滋 ∴∵i 

．．ぐ ．：緑 ���� � � �＼；：∴「 � �車 ； � � 

M ��� 

i潮羅鞘・ ��� � � � � � � �；窪絹；擬態綴畿”… 

∴∴ �′ �：∴ 言千・ ：∴ �主‾1、iii 薫欝“■ ∴∴∴∴言∴ � � � �ノ）．．、 ∴「」やヾ∴∴ ・）”∴＿ �遼 �「．∴ �義 子 � 
峯控 

∴ ＼∴ �●i i．ンli ・ヽ：： ：く： �：＼：∴∴∴∴∴ ：∴∴∴∴ ‘i醤－ ：；＼：∴ 一∴∴∴÷「∴＼＼＼∴∴ ※蛮羅・＝‘ニi 〕†ふ∴∴∴ � � � �詩論灘ふ・｛ 一章澄 子∴ i．† 人く1 �i言草：言 ∵「、∴ � ��く言 ∴－∴ ・＿∴－＿ 蓮璧 

諜苓メ �ヾ∴ � �千々 ���� 

「ヾ∴ ・・“・・′‥i �亭 �こ： � � ����轟 � � 
ii∴ 

ヾ∴ � � 

ヽ一　一‾ 

卒業30周年記念　畦、

夫婦同伴・沖縛の旅

農芸化学大14回卒

話語諮幾鱒：：・1人－ ��ぐ′ヽ �∴．ふ∴∵ 灘 ′i‥・“．ノ ナ∵ �塞参 議総 ∴∴ �藻撚鍬 畿綴畿務 や：∵＼＼ヾ∴＼ �渠緯 線 liヽ詰“ ：「： 繍騎 溺 諒 番； ∴∴ 綴 ＼∴ ∴： 蔦 �簿 ヾ： �号 ：∴ �∴∵∴ �薫漆綴鰯懇懸 ∴ら∴∴、∴∴ ��帯席 喜iiii 鉦ii ÷∴∴∴結 実ヽi・ �争、 譲 饗 「＼∴∴ 鸞 �、・∴、＼： 離綴撥 話・“ �＼∴ 鰯 �勝報・絨毯畿 ・蕊 ヽヽ「 番・ �∴∴「ヾ ∴∴ヾ＼「 �∴「：「：＼∴ 
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私
達
が
敗
戦
翌
年
の
春
新
設
の
農

産
製
造
科
に
入
学
し
て
か
ら
半
世
紀

が
過
ぎ
ま
し
た
。
上
級
生
が
い
な
い

自
由
を
雰
囲
気
と
、
各
科
対
抗
競
技

に
一
ク
ラ
ス
だ
け
で
が
ん
ば
っ
た
故

か
ク
ラ
ス
の
結
束
は
益
々
固
く
一
九

九
二
年
以
降
毎
年
三
月
に
ク
ラ
ス
会

を
行
っ
て
い
る
。
列
記
す
る
と

（
日
時
、
宿
泊
場
所
、
参
加
者
、
世

話
役
の
順
）

ギ
3
・
1
3
　
パ
ル
湯
の
山

2
1
名
　
津
市
在
住
者

半
3
・
5
　
神
戸
舞
子
ヴ
ィ
ラ

1
7
名
　
関
西
在
住
者

等
3
・
1
3
　
彦
根
簡
保
の
宿

2
2
名
　
滋
賀
在
住
者

誓
3
・
1
2
　
焼
津
簡
保
の
宿

2
4
名
　
名
古
屋
在
住
者

誓
3
・
1
7
　
鳥
羽
市
美
浦
荘

2
1
名
　
三
重
県
庁
O
B

こ
う
な
る
と
年
一
回
の
ク
ラ
ス
会

が
お
互
い
の
年
中
行
事
に
く
み
込
ま

れ
て
出
席
率
も
高
く
楽
し
み
を
行
事

わ
れ
我
の
ク
ラ
ス
は
今
年
卒
業
四

十
周
年
を
迎
え
た
。
そ
こ
で
昨
年
に

な
ら
っ
て
、
三
翠
化
学
会
の
総
会
日

六
月
一
日
に
、
伊
賀
上
野
に
集
合
し

た
。
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
渋
谷

夫
妻
、
藤
田
、
和
田
夫
妻
、
雪
山
夫

妻
、
梅
田
、
勝
田
、
田
井
中
、
林

貢
、
古
川
、
細
見
、
薮
本
の
十
四
名

で
あ
る
。

前
回
の
申
し
送
り
で
も
あ
っ
た
旨

い
伊
賀
の
酒
と
牛
肉
を
賞
味
す
る
会

が
和
田
夫
妻
の
世
話
で
、
名
肢
茶
屋

を
会
場
に
し
て
盛
大
に
行
わ
か
－
た
。

こ
の
会
は
、
渋
谷
、
藤
田
亨
君
の

生
還
・
快
気
祝
い
も
で
あ
る
。

病
気
け
の
無
か
っ
た
渋
谷
芋
が
突

然
病
に
倒
れ
、
難
し
い
手
術
÷
ら
無

事
生
還
、
元
気
を
取
り
戻
し
三
ま

た
、
藤
田
君
は
、
頑
健
を
身
雪
の
持

主
な
が
ら
心
臓
発
作
を
起
こ
∴
一

刻
を
争
う
危
機
か
ら
脱
出
、
こ
れ
も

企
業
戦
士
の
猛
者
が
、
不
調
を
お
し

て
の
出
社
が
幸
い
し
て
迅
速
二
処
置

が
で
き
、
無
事
生
還
で
き
た
こ

当
夜
は
ホ
テ
ル
で
一
泊
、
三
朝
、

和
田
幹
事
の
豪
華
を
邸
宅
を
手
間
、

屋
久
杉
の
一
枚
板
の
戸
や
、
三
萩
に

見
事
に
描
か
れ
た
上
野
城
や
竺
聖
殿

な
ど
の
墨
絵
に
感
嘆
、
和
田
君
夫
妻

の
案
内
で
だ
ん
じ
り
会
館
や
上
野
公

園
を
散
策
し
た
。
昼
食
に
は
、
わ
か

や
の
で
ん
が
く
を
充
分
た
ん
の
う

し
、
お
土
産
に
、
和
田
商
店
開
発
の

銘
酒
「
上
野
城
」
を
全
員
に
頂
戴
し

て
帰
路
に
つ
い
た
。

（
記
事
後
半
の
文
責
は
薮
本
）

（幹事韓勝）

沖
縄
は
初
め
て
の
方
が
多
い
事
を
考

慮
し
、
二
泊
三
日
の
日
程
を
以
下
の

よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。
即
ち
、
碧

い
空
、
青
い
海
、
白
い
砂
浜
の
あ
る

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
の
宿
泊
。
琉
球

王
朝
文
化
の
薫
り
に
直
に
触
れ
て
貰

う
。
基
地
の
問
題
で
揺
れ
る
沖
縄
の

実
体
と
沖
縄
戦
跡
め
ぐ
り
。
そ
の
他

代
表
的
な
沖
縄
の
観
光
地
め
ぐ
り
及

び
琉
球
舞
踊
に
琉
球
料
理
と
ち
ょ
っ

と
欲
張
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
今
回
も

う
一
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
梅
林
正

直
先
生
が
三
重
大
学
教
授
と
し
て
最

後
の
年
と
い
う
事
で
先
生
御
夫
妻
の

招
待
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
快
く
御

了
承
下
さ
り
参
加
し
て
頂
き
ま
し

と
な
っ
て
い
る
。
今
年
は
鳥
羽
駅
に

集
合
し
て
全
員
で
海
の
博
物
館
を
見

学
し
て
か
ら
海
辺
の
静
か
を
宿
に
到

着
。
神
戸
の
地
震
で
家
が
全
壊
し
た

中
尾
君
が
去
年
に
続
い
て
元
気
で
参

加
し
て
く
れ
て
皆
が
喜
ぶ
。
一
風
呂

あ
び
て
宴
会
は
例
年
通
り
盛
り
上
っ

た
。
古
希
を
目
の
前
に
迎
え
た
我
々

に
と
っ
て
一
九
九
二
年
以
降
全
員
元

気
で
計
報
が
な
い
の
も
嬉
し
い
こ
と

で
あ
る
。
九
時
過
ぎ
に
明
日
仕
事
の

あ
る
長
谷
川
市
長
と
松
村
社
長
が
先

に
帰
る
。
そ
の
後
は
最
後
の
三
翠
応

援
歌
で
十
二
時
す
ぎ
に
宴
を
終
っ

た
。
来
年
は
長
谷
川
市
長
の
世
話
で

三
月
十
六
・
十
七
日
奈
良
市
で
行
う

こ
と
に
決
定
し
た
。

わ
か
∴
め

○
若
布
乾
す

宿
あ
り
友
と
酒
を
酌
む

○
古
希
近
き

友
集
い
来
て
志
摩
は
春

（今西記）

仙
人
会
最
高
の
盛
上
り

桜
井
市
長
を
囲
ん
で

こ
と
し
の
仙
人
会
（
専
ニ
ク
ラ
ス

会
）
は
二
十
四
名
の
出
席
を
得
て
、

十
月
十
三
日
奈
良
県
桜
井
市
の
国
民

年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
大
和
路
」
で

開
か
れ
た
。

専
2
　
ク
ラ
ス
会

卒
業
生
四
十
四
名
車
、
健
在
者
三

十
九
名
、
そ
の
う
ち
二
十
四
名
出
席

と
い
う
過
去
最
高
の
盛
上
り
だ
っ

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
お
世
話
頂
い

た
関
西
グ
ル
ー
プ
（
幹
事
・
佐
藤
紀

志
男
、
中
川
清
、
中
川
紀
一
君
）
ら

の
お
骨
折
り
に
よ
る
も
の
と
感
謝
し

て
い
る
。
こ
の
総
会
に
先
立
ち
、
檀
原
昆
虫

館
の
見
学
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
十
二

名
も
の
参
加
が
あ
り
、
世
界
の
昆
虫

標
本
、
化
石
に
よ
る
昆
虫
進
化
の
様

子
、
そ
し
て
昆
虫
の
生
龍
巻
デ
オ
等

を
見
た
ほ
か
、
チ
ョ
ウ
や
蜂
鳥
の
舞

う
温
室
を
見
学
し
て
、
秋
の
散
策
を

楽
し
み
、
仙
人
会
に
華
を
添
え
た
。

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
選
ん
だ
の
は
会
費
を
少
し
で
も
安

く
し
て
集
ま
り
や
す
く
し
た
い
と
い

う
配
慮
か
ら
と
、
も
う
一
つ
は
こ
の

セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
が
、
三
翠
化
学

の
専
門
一
回
卒
の
長
谷
川
明
さ
ん

（
桜
井
市
長
）
が
兼
務
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
、
こ
の
配
慮
は
ず
ば
り
当
っ

た
と
い
え
よ
う
〈
）

し
か
も
、
平
均
年
齢
六
十
七
才
に

な
っ
て
現
役
か
ら
離
れ
た
気
安
さ
も

あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
竹
内
巌
会
長
は
挨
拶
の
中

で
、
老
後
の
三
つ
の
不
安
を
引
合
い

に
出
し
た
。

「
老
人
は
、
健
康
・
経
済
・
孤
独

感
と
い
う
三
つ
の
不
安
を
も
っ
て
い

る
。
と
く
に
頼
れ
る
も
の
が
少
く
な

っ
て
い
く
孤
独
感
が
次
第
に
大
き
く

な
る
の
で
ク
ラ
ス
会
に
出
て
、
お
互

い
に
語
り
合
う
楽
し
さ
を
求
め
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
」

と
言
わ
れ
、
一
同
ガ
ツ
テ
ン
。

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

特
別
出
席
の
長
谷
川
明
さ
ん
は
、

専
門
一
回
卒
業
後
、
県
経
済
連
に
勤

務
。
病
気
退
職
し
て
十
年
間
の
闘
病

生
活
の
の
ち
、
知
己
を
得
て
三
十
四

才
で
桜
井
市
役
所
に
勤
務
、
そ
の
後
、

収
入
役
九
年
間
、
市
長
に
と
推
さ
れ

て
市
長
二
期
目
だ
と
の
お
話
を
さ
れ

た。
さ
ら
に
そ
の
昔
、
三
翠
奉
、

＼

て
、
み
ん
な
と
一
緒
に
過
し
三
言
さ

日
の
楽
し
い
思
い
出
話
に
国
事
の
声

が
相
つ
い
だ
。
専
一
も
来
春
に
奈
良

で
ク
ラ
ス
会
を
開
く
と
の
こ
≒
長

谷
川
市
長
さ
ん
の
続
投
を
祈
今
し
た

寄
せ
書
き
色
紙
を
贈
呈
し
た
《
－

一
人
づ
つ
近
況
報
告
・
健
宰
不
安

報
告
の
ほ
か
、
松
中
教
授
の
∴
ン
パ

ン
ダ
先
生
〟
が
異
色
だ
っ
た
一
）

最
後
に
、
来
年
は
三
重
県
で
お
世

話
す
る
二
、
二
が
決
っ
た
。

こ
の
一
十
」
の
出
席
者
は
、
次
の
と
お

り
で
す
二

秒
野
、
石
井
、
市
橋
、
大
井
、
大

江
、
天
道
、
河
津
、
黒
部
、
近
藤
、

榊
原
、
佐
藤
、
十
川
、
竹
内
、
積
木
、

中
川
雷
、
記
一
、
潔
彦
）
、
中
西
、

藤
井
、
転
校
、
藤
山
、
松
村
、
吉
田
、

（㌘〈捕ま

た
。
計
画
案
を
ま
と
め
、
三
月
下
旬
、

各
自
に
発
送
し
、
気
を
も
み
な
が
ら

返
事
待
ち
を
し
て
い
る
と
次
々
に
参

加
す
る
と
の
朗
報
。
結
局
参
加
者
全

員
が
夫
婦
同
伴
と
な
り
、
先
生
御
夫

妻
を
含
め
て
総
勢
十
六
組
三
十
二
名

の
ク
ラ
ス
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
は
次
の
各
御
夫
妻
で
す
。
梅
林
先

生
、
阿
部
・
井
口
・
市
原
・
岡
崎
・

松
林
（
奥
野
）
・
北
浦
・
小
林
・
佐

藤
・
高
橋
（
田
尻
）
・
田
中
・
舘
・

玉
置
・
戸
嶋
・
西
元
・
宮
城
。

さ
て
い
よ
い
よ
当
日
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
全
員
を
迎
え
る
た
め
に
空
港

に
向
け
て
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
る

所
へ
、
名
古
屋
発
の
飛
行
機
が
約
二

時
間
遅
れ
る
と
の
玉
置
君
か
ら
の
電

話
…
：
。
出
だ
し
か
ら
ハ
プ
ニ
ン
グ

で
す
。
こ
れ
か
ら
二
泊
三
日
の
C
十

四
ク
ラ
ス
会
沖
縄
の
旅
の
概
要
を
御

報
告
し
ま
す
。

〝
ク
ラ
ス
会
を
何
時
か
沖
縄
で
〟

の
夢
が
実
現
し
ま
し
た
。
敬
老
の
日

を
入
れ
た
平
成
八
年
九
月
十
四
日
～

十
六
日
、
ニ
泊
三
日
の
日
程
で
卒
業

三
十
周
年
を
記
念
し
た
化
学
十
四
回

卒
の
ク
ラ
ス
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
卒
業
後
三
十
年
の
節
目
と

い
う
事
も
あ
り
、
初
め
て
の
試
み
と

し
て
、
永
年
家
庭
を
支
え
て
く
れ
た

奥
様
方
の
御
苦
労
に
報
い
る
た
め
に

も
「
夫
婦
同
伴
歓
迎
」
を
前
面
に
出

し
た
計
画
に
し
ま
し
た
。
沖
縄
の
旅

と
い
う
事
、
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
が

第
一
日
日
、
前
述
の
通
り
の
ハ
プ

ニ
ン
グ
の
た
め
、
約
三
時
間
の
ロ
ス

が
あ
り
途
中
の
観
光
予
定
を
一
部
カ

ッ
ト
す
る
。
全
員
集
合
（
阿
部
・
松

林
・
岡
崎
は
途
中
合
流
）
し
た
所
で

遅
め
の
昼
食
を
取
る
。
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
沖
縄
独
特
の
麺
「
ツ
ー
キ
ソ
バ
」

を
選
ん
だ
。
こ
ち
ら
の
心
配
を
よ
そ

に
全
員
抵
抗
な
く
食
べ
て
く
れ
て
ポ

ッ
と
す
る
。
食
後
大
型
貸
切
バ
ス
で

観
光
に
出
発
。
《
東
南
植
物
楽
園
》

沖
縄
の
中
部
に
あ
る
ト
ロ
ピ
カ
ル
ム

ー
ド
あ
ふ
れ
る
熱
帯
・
亜
熱
帯
の
植

物
園
、
園
内
に
は
四
五
〇
種
以
上
の

鑑
賞
用
ヤ
シ
、
特
に
日
本
一
の
ト
ツ

ク
リ
ヤ
シ
並
木
が
す
ぼ
ら
し
い
。
又
、

ガ
ジ
ユ
マ
ル
広
場
、
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

エ
リ
ア
、
多
肉
植
物
エ
リ
ア
、
ポ
リ

ネ
シ
ア
ン
レ
イ
ク
に
咲
く
赤
・
白
・

黄
色
の
蟄
市
睡
蓮
の
あ
る
水
上
楽
園

も
す
ぼ
ら
し
い
。
十
七
時
三
十
分
頃

宿
泊
予
定
の
白
い
砂
浜
、
青
い
海
、

夕
日
の
き
れ
い
な
海
辺
の
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
、
リ
ザ
ン
‥
シ
ー
パ
ー
ク
谷

茶
ベ
イ
に
到
着
。
今
夜
は
ホ
テ
ル
で

C
十
四
回
卒
三
十
周
年
記
念
ク
ラ
ス

会
の
宴
会
を
催
す
。
午
後
七
時
全
員

が
集
合
。
通
常
我
々
の
宴
会
と
い
え

ば
畳
の
間
で
浴
衣
着
に
胡
座
を
か
き

談
笑
す
る
の
が
本
来
で
す
が
、
此
々

は
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
な
の
で
規
定
に

ょ
り
き
ち
っ
と
し
た
服
装
で
の
円
卓

宴
と
な
る
。
幹
事
の
司
会
で
進
行
。

食
事
が
一
段
落
し
た
所
で
恒
例
の
近

況
報
告
と
な
っ
た
が
、
今
回
は
夫
婦

同
伴
で
あ
り
、
奥
様
方
に
花
を
も
た

す
た
め
夫
婦
で
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、

先
に
奥
様
か
ら
自
己
紹
介
も
兼
ね
た

挨
拶
を
し
、
そ
の
後
亭
主
ど
も
が
極

く
簡
単
（
一
人
三
分
）
に
近
況
を
報

告
す
る
事
に
し
た
。
ま
ず
先
生
か
ら

お
手
本
を
示
し
終
始
和
や
か
を
雰
囲

気
の
内
に
宴
会
が
進
み
時
の
経
つ
の

も
忘
れ
る
く
ら
い
で
し
た
。

球
舞
踊
を
鑑
賞
し
な
が
ら
琉
球
料
理

を
食
し
た
。
そ
れ
に
飲
物
と
し
て
琉

球
亭
秘
蔵
の
古
酒
泡
盛
。

三
日
目
は
最
後
の
日
程
で
、
こ
の

日
は
沖
縄
を
離
れ
る
ま
で
完
全
自
由

行
動
に
し
て
夫
婦
だ
け
の
日
と
し
ま

翌
二
日
目
は
午
前
九
時
に
ホ
テ
ル

出
発
、
南
部
観
光
へ
と
向
う
。
そ
の

間
高
速
道
路
で
の
移
動
時
間
を
利
用

し
、
梅
林
先
生
か
ら
タ
イ
の
チ
ェ
ン

マ
イ
に
つ
い
て
の
御
講
話
と
舘
君
の

タ
イ
で
の
珍
体
験
を
披
露
…
：
。

《
首
里
城
公
園
》
～
《
玉
泉
洞
》
～
《
姫

百
合
の
塔
》
な
ど
を
巡
り
、
最
後
の

夜
は
料
亭
（
琉
球
亭
）
で
優
美
を
琉

し
た
。
終
り
に
当
り
、
今
回
初
め
て

の
試
み
と
し
て
夫
婦
同
伴
と
し
た
も

の
の
、
正
直
申
し
て
我
々
男
性
は
気

心
が
知
れ
て
い
る
か
ら
良
い
が
、
奥

様
方
は
初
め
て
な
の
で
果
し
て
う
ま

く
う
ち
解
け
て
く
れ
る
か
心
配
で
し

た
が
全
く
の
杷
菱
で
し
た
。
今
回
の

一
番
の
収
穫
は
何
と
い
っ
て
も
奥
様

方
の
参
加
協
力
で
す
。
日
頃
の
夫
婦

円
満
振
り
は
一
目
瞭
然
語
る
に
及
ば

ず
の
感
が
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
夫
婦
仲
良
く
、
有
意
義
に
生

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
又
、
梅
林
先

生
御
夫
妻
の
参
加
も
効
果
大
で
し

た
。
久
々
に
恩
師
と
教
え
子
の
絆
を

深
く
感
じ
ま
し
た
。
最
後
に
こ
の
ク

ラ
ス
会
が
成
功
し
た
の
は
玉
置
君
の

協
力
が
大
で
あ
っ
た
事
を
申
し
添
え

て
報
告
と
し
ま
す
。
（
宮
城
久
茂
記
）

（
注
）
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
一
部
文

章
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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，
／
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／
，
／
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／
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／
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／
・
／
，
／
，
／
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ロ

収

本
会
会
員
市
川
洋
子
氏
（
専
三
）
、

服
部
信
之
氏
（
大
三
一
）
、
吉
野
典

生
氏
（
大
二
九
）
に
は
こ
の
た
び
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


